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年が経過 した。昭和26年(1951)3年 次 より法 ・
経'工 学関係の専門学科 において英語 ・社会 ・
商業 ・数学 ・工業の免許教科が得 られることに
なった。新制大学 による教師教育の創設期 とも
言 え神大教員養成第1期 と呼称 してお く。 この
時代は私立大学では開放制教員養成の政策の も
とに教育学部や教育学科を もたない教員による
課程制での養成であ り教科 に関する専門科 目と
教職に関する専門科目の2つ より編成 されてい
た。昭和30年 代の創世安定期 より昭和40年 代
大学紛争期 に入 りその後 に教職課程 もご多分に
もれず混迷 を深めてい く。
しか し,そ の ような中で も教職課程 を充実 さ
せ ようとする雰囲気が大学内に生成 され教職専
門の新任者を充足 させ昭和40年 代後半 より50
年代 にかけ神大教職課程のゆるぎない土台が礎
かれた。 これを第II期 とよんでお く。
そ して昭和58年(1983)の 教員免許制度の改
善 を目指す教養審答 申を機 に神 大教職課程 は画
期的 な飛躍 を遂げ る。 これを第III期 とす る。
『神奈川大学 心理 ・教育研究論集』が創刊 され
翌年には 「神奈川大学教職課程通信」が創刊 さ
れた。毎年確実 に発行 され日本全国は勿論のこ
と海外 にまで高 い評価 を受 けてい る。本年で
『論集』は23号,「 通信」 は21号 を数える。
平成10年(1998)よ り新教育職員免許法の施
行 に伴 い教育課程 も全面 に改定 され教員養成が
な されることになった。この期 を第IV期 と呼
んでみ よう。現在 は,こ の延長にある と見 てよ
いが現 に執筆 している小史 を境界 として第V期
に突入すると考 えたい。新 しい神奈川大学教職
課程の出発だ と考 えるか らである。
1.神 大教職課程創設期(第1期)
教育職員免許法の公布 は新制大学ス ター トの
昭和24年(1949)5月 の事であ り神大は翌25年
教職課程設置 を申請 し2月22日 に認可 され26
年('51)よ りスター トした。長井和雄(教 育学)
が専任であった。教職科 目担当は非常勤講師に
村井実や西村皓 らが居 り長井の先輩や後輩 に依




校 に実習 を依託 していた。担当は非常勤の村山
秀雄であった。又,教 免法が一部改定 され教員












教授 として赴任 した。 さらに昭和36年('61)に
は英語科教科教育法 に松川昇太郎が専任講師 と
して赴任 した。同38年C63)に 松川昇太郎が教
授 に昇進 し,次 いで石井教が教育心理学教授 に
就任 した。同39年('64)に は寮監 を兼ねて道徳
教育担当の行元 自認教授が赴任 した。 この頃,
人文系教員 の研究意欲 が高揚 し 「人文研 究所」
が設立 され多 くの教員が学位 を取得 した。その
内のひと りの長井 もシュプランガーの教育思想
体系研 究で教育学博士 となったが教職課程 には
影響がなかった。翌年1965年 には外 国語学部
が新設 され神大 は4学 部をもつ総合大学 となっ
た。
唯一の大学広報である 「神奈川大学通信」の
第1号 は昭和25年('50)1月1日 に創刊 された
が昭和38年(1963)7月 より「神奈川大学報」と
名称変更 となった。紙面 も大型化 し量 も多 く大
学の発展期 であった。時あたか も高度経済成長
期 にあた り1960年 代 は教職課程に限らず大 きな
変化があった。学生 自治会の全学連加盟4号 館
竣工,宮 面寮,7号 館 ・8号 館 ・10号 館 ・11号
館の竣工等続々 と箱物が完成 した。
しか し原子力空母エ ンタープライス寄港阻止
支援 カ ンパ問題 から学生運動が起 こり大学紛争
に火がつけ られた。昭和43年('68)3月 米田吉
盛学長 が辞任 し学長 や理事長 が何人 も交代 し,
学生が本館 を封鎖 した りして学則 やカリキュラ
ムが大改革 された。当然,広 報紙 の 「神奈川大
学報」 は昭和42年('67)12月25日 より2年 半
の間休刊 となり45年C70)4月 ユ5日に名称 を再
度変 え 「神奈川大学=通信」 として再刊 された。
教授 会構成員 を専任講師以上 に改正 した り新理
事会 を発足 させ学則改正,定 年制の協定締結,
寄付行為の検討等 これまでの体制の一大変革が
学生運動 とともに行 われたのであった。
教職課程設立 と共に新制大学内部 の改革 と発




が同時に多 くの人材交流 を促 し教員が他へ転出
した。教育学の長井和雄,心 理学の石井教等が
退職 し専任勤務者は河 内二郎(教 育心理),行 元
自認(道 徳教育),松 川昇太郎(英 語科教育法)
のみであ り他 は皆非常勤講師であった。
'71に 村 田泰彦(教 育原理)教 授 と小池榮一
(教育心理)が 助教授 として赴任 した。河内は鑑
別所 や少年院勤務が長 く教職はあ まり理解 して
おらず国立の教育学部での教職教育の経験 を持
つ村 田 ・小池への期待が寄せ られていた。大学
紛争で休刊 していた大学広報紙 「神奈川大学報」
も名称 を元 に戻 し 「大学通信」として昭和45年
C70)4月15日 に復刊 されたが長期学内入禁止
措置や全学集会等で又々同年12月19日 発行の
第91号 から約2年10ヶ 月休刊 となった。92号
が発刊 されたのが昭和48年C78)10月10日 の
ことであった。改革路線 に沿 って大学組織 も安
定を取 り戻 し再び活発 な大学運営が なされるよ
うになった。すでに教員採用は公募制で行 われ
教職で も3名 の公募が承認 された。昭和48年
('73)島 田昌幸専任講 師(教 育心理),昭 和49年




た。紛争中で も神大の講義要項 はかな り立派 な
もので今 日の ようなシラバスを明解 に記 してい
るのも少な くなかった。昭和49年 度からは教職
に関する専門科 目の一覧表 も完成 し本格化 して
きた。その後,森 田尚人専任講師が社会科教育
法担当に採用 された。島田が転出 し渡辺恵子助
教授(教 育心理学)が 昭和51年('76)に 赴任 し
た。
これまでの教職課程先任者の方針 には形式的





度の理念 と今 日的課題」(村田)。 「神奈川大学教
職課程履修の現状 と問題点」(小池)等 が全学的
に流布 し教職履修者が増大 していった。以後 は
毎年 にわた り教職特集が大学通信 に掲載 される
ようになった。森 田助教授が昭和56年 に他大学
へ転出 したので河上婦志子非常勤講師が代講 し
翌年 に専任講師 として採用(社 会科教育法)さ
れた。加 えて学生相談室が開設 され下田節夫助
教授 と横溝亮 一専任講師が昭和58年('83)と60




され 「人文研究』や 『人文研究所報』 と並列 し
て特 に教育現場の卒業生 をも包含 して教育研究
領域での研究成果 を公表する場 を構築 したので
あった。掲載論文 は教職担当者は勿論の こと基
本科 目や語学教育担当者 も多数投稿 し盛況 を極
め分量の多い号が少 なくなかった。年 を追 うご
とに現場教師の本学出身者の執筆が多 くな りよ
ろこば しいことである。
さらに,昭 和59年('84)度 は 「神奈川大学教
職課程通信」が創刊 され,こ れまで 「大学通信」
に掲載 された教職関係の記事情報が全て集約 さ
れる事 になった。折 りしも教職課程委員会が全





委学校教育課長や中学校長 を歴任 して現場 の教
職経験 を買われ教職 のスタッフに加 わったので
ある。 このラインは大森新一 ・渡辺武臣 ・山田
晃の各教授へ と受け続けられている。
昭和60年 には付属中学校 ・高等学校が開設 さ






III.教 職課 程発 展 期(第III期)
「心理 ・教育研究論集」は年報型式で確実 に出
版 され年 ごとに評価 を高め国内外 に衆知される
ようになった。 この企画創刊 の背景 には教職課
程 スタッフの精神的統一があったか らで,そ の
為 には合宿懇親旅行 をして全構成員の意思統一
をはかっていたのである。学閥に とらわれない
自由な意見の陳述か ら統一 をはかる事 はまさに
新 しい大学の創造作業であった。学内で も教職
が確実 に遂行 し,発 言すべ きときに自然 に企画
を提示すれば識者は必ず応 じて くれる事が確信
で きた。大学紛争 も終息 し勝田千利が学長 に就
任,以 後,飯 田耕作,山 辺武郎,三 宝義照学長
と続いてきたが,特 に三宝学長 は教職課程 に絶
大 の信頼 を置かれ多大の支援 をして くれた。「論
集」や 「通信」に も寄稿 され,教 育の重要さと
教職課程 の任務 をよく理解 され全学 をあげ協力
を惜 しまない主 旨を披歴 された。 この支援体制
は次の萩原玲二,藤 本盛久,三 宅三郎,桜 井邦
朋の各歴代の学長か ら現在の山火正則学長 まで
引 き継がれていることは喜 ばしい限 りである。
すでに 「神奈川大学通信」99号(74.12.10)で
村 田泰彦教授が指摘 した ように教 員養成制度の
私学 にとっての錦の御旗である開放制教員養成
制度 を形式的に見 ている限 りは教員養成は確実
にな しえない。私学は一般 に形式的対応 に終始
して施設 ・設備,教 員組織,開 講科 目等辛 うじ
て体裁 をとりつ くろってお り神大 もこの例であ
った。教職課程設置 を再認識 し自主性 と主体性
によって責任ある運営が必要であることを強調
した。大学内部か ら内実ある対応が必要である
事 を主張 した。この路線 を着実 に実行 に移 し今







布 され本学で も再課程認定を申請 し平成2年 度
から新 カリキュラムで教職課程 はスター トした。
従来は2年 次 に教育原理や教育心理学 を標準配
当 してきたが開始学年を早め1年 次 より配置す
ることになった。最初は仮登録の形であったが
次 第に本登録化 し教職に対す る基本姿勢 を早 く
か ら身につけさせ ようと考えた。平成3年(91)
度 よ り渡辺恵子教授転 出に伴 って古屋喜美代専
任講師が採用 された。この年は既 に平成元年に
開学 していた平塚 キャンパスの教職の選任教員
鈴木 そよ子専任講師が採用 された年 であ った。
3年 度か らは教職課程委員会 に平塚 キ ャンパ ス
か らも委員2名 が加わる事 になった。
学部 も横浜キャンパスの法 ・経 ・外 ・工 と平
塚キャンパスの国際経営 ・理 を併せて6学 部の
総合大学 とな り教免の種類 も社会 ・商業 ・英語 ・
数学 ・工業 ・理科 の一種 と専修免許が出せ るこ
とになった。加えて横浜のII部 法 ・経 ・工学部
では社会 ・商業 ・工業 の免許が取得 できる事に
なった。 さらに短期大学部 もあ り,法 ・経学科
でII種 の社会の教免が とれることになった。
この時期 に教職課程の主催 で教育時局公 開講










学部構想,大 学院設置案 など本学の改革 プラン
が次々 と提案 されているなかで,教 職課程担当
の教員か ら総合教育研究セ ンター構想が打 ち上





か ら教職担当者 間では話題 となっていた。 この
実現 に全 国の教職センターの調査 ・研究がなさ
れて きた。関西大学教職セ ンターの右島洋介教
授 を招 き種々の視角か らご教示 を賜 ったが今 日
このプランは残念 ながら実現 しなかった。
平成5年('93)1月30日 に 「教育 を語る会」が
開催 され村田教授の 「男女の自立 と共生の教育」
の講義 の後グループ討議があ り懇親会で幕 を閉
じた。これは神大卒業生に よる神奈川県下学校
教職員会が企画 した ものであった。第1期 時代
に もあ った教育研 究会 の復刻研究会 であ った。
翌6年('94)に 村 田泰彦教授 は定年 を迎え,入 れ
代わ りに大西勝也専任講師が赴任 した。それ以
前 に既 に黒沢惟昭教授が他へ転出 し,非 常勤講
師であった入江直子講師が平成8年('96)よ り助
教授 として赴任 した。平塚 キャンパスでは教育
心理の奈須正裕が平成4年 より平成9年3月 ま
で勤務 し,そ の後任 に関口昌秀が採用 され今 日
に至 っている。短大では金子保雄(79-89),大
森新一(89-98),渡 辺武 臣(89-Ol)が 夫々勤務 し
後任 に山田晃教授が平成10年('98)よ り赴任 し,




後 に一般教育科 目の教育学担当 とな り教職課程
を離れていった。
これ まで人事往来 を基本 に記 してきたが一部
曖昧な ところもあ り失礼な点があったか もしれ
ない。教師教育にとっては人間を対象 にするが
ゆえに教師集団のあ り方は極 めて重要な事であ





期 よ り安定期 に入 り教員の需給関係 も極端 に変
貌 して きた。教員採用が急減 して きたことであ
る。 この為,現 場経験の豊富 な短大所属 の大森
渡辺両先生 の力 を借 り 「教職特別講座」 を平成
g
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5年('93)度 より試行的に開始 し7年 度(95)か ら
は順調 に軌道にの り教採合格者を増大 させた。
この第III期 は神大教職課程の なかで も発展
するための努力が最大になされた時期であった。
小池(教 育心理学),河 上(社 会科教育法),下
田(臨 床心理学),横 溝(青 年心理学),古 屋(教
育心理学),大 西(教 育原理),入 江(社 会教育),
それに短大の大森,渡 辺 を加え,さ らに平塚 キ
ャンパスの鈴木(教 育原理)と 関口(教 育心理)
の総勢が揃ったのである。
教職部会 は神大教職課程委員会の中核 を形成
しているものであ り,こ の関連性 と歴史的発展
については 「神奈川大学教職課程委員会の歩み
と今後への期待」 として小池が心理 ・教育研究
論集第15号C96)に 掲載 している。 さらに,こ
れに合 わせ て全私教協(全 国私立大学教職課程
研究連絡協議会)や 関私教協(関 東地区私立大
学教職課程研究連絡協議会)と 横 との連絡 を密
に し特 に神奈川地区の私立大学の教職課程の連
絡網が完成され加盟13大 学問が会場 を順送 りし
なが ら研究連絡会 を開催 した。学内外 ともに教
職課程 の充実 と発展が確実 にな されていった と
いえる。
IV.教 職課程充実期(第IV期)
平成10年('98)度 入学者 より小 ・中学校の免
許取得をす る為 には7日 間の 「介護等体験」が
必要になった。また66条 科 目や総合演習科 目等
が設置 され教職課程 カリキュラムの全面改訂が
なされた。平成12年COO)度 に新 カリが決定 さ
れ翌年度か ら新旧カリキュラムの移行がな され
た。今 までは試行的であった教職 に関する基本
科 目の教育原論や教育心理学は1年 次に引 き下
げられた。片手 間に取得 していた教職課程 を1
年次 より計画的に履修 し所期の 目的 を達成 させ
ようとするものである。これまで各学部 ごとに
綴 られていた履修要覧 も別冊の各種課程の綴 り
となり,よ り専 門分化 されて きた。本学の各種
課程には教職課程のほか社会教育課程,学 芸員
課程,日 本語教員養成課程の4種 があるが,教
職課程 は比重 と伝統 をもつ別格の ものであ る。
これは,ど れが重要であるとい う川頁位 を示す も
のではな く履修者数の多寡を言っているのであ
る。
新 しい免許制度の導入 によ り平成14年CO2)
度 より 「情報」の免許が取得で きるようになっ
た。この新免許制度の適用 により平成12年(00)
度入学者か らは学科 によっては3年 次実習が可
能になった。
「教職課程通信」が創刊 されたのは20年 前の
昭和59年3月 であ った。以後毎年詳 しく教職課
程の年 間報告が掲載 されるようになった。第1
号では,渡 辺恵子教授 の執筆 によって,現 状か
ら課程の年間実施状況や教員採用試験合格状況
まで を含めて詳細 に報告 された。昭和61年 度
('86)以 降は教職課程 の活動 と名称が変更 され
年度の運営委員が学年末に執筆することになっ
た。発刊以来教職課程 と社会教育課程 が年間活
動 を報告 して きたが 「通信」 もll号(平6.3.
31)よ りカラー印刷 とな り同時 に学芸員課程 と
日本語教員養成課程の年間活動報告が掲載 され
今 日に至っている。 このカラー化 は今 は他大学
へ転出 した通信編集の責任者奈須正裕助教授 の
時流に応 じた通信発行の努力の賜である。
各年度 ごとの各種課程 の活動報告 を熟読する
と詳細な年間活動 を トレースすることがで きる。
但 しスタッフ問に漂 う人間のデ リケー トな部分
は当事者でない とわか らない。すべての構成員
が完全 に一致 して活動で きる事 はないが,全 員
が努力 して意思決定 をはか り実践 に移 し成果 を
上げて きたと考え られる。人類が歩んで きた足
跡を正 しく実証する事 は容易ではないが,そ の
努力の裏 に存在する諸要因が少 しで も解明され
れば問題 は減少 してい く事だろう。残 された諸
記録 は,そ の意味で貴重 な歴史 を形成 してい く
財産 となるだろう。
平成10年('98)6月 に公布 された 「教育職員
免許法の一部を改正する法律」に従い再課程認
定 を申請 し平成12年(00)度 か ら教職課程は新
一g一
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カ リに全面的に移行 された。改定の特徴 は教職
に関する科目が大幅に増加 して教科 に関す る科
目が減少 した事である。1年 次の必修 として教
育原論1・II,教 育心理学,教 育方法論,2年 次
必修 に特別活動論,生 徒指導論,教 職論,そ れ
に中免許取得者 は道徳教育論がある。3・4年 次
に教育実習指導,教 育実習1が 必修 となった。
尚,中 学校実習の場合はさらに教育実習IIが 必
修である。他の必修 に総合演習2単 位 と教科教
育法1・II・III・IV,及 びカウンセリング概論
または演習2単 位 を履修す る事 となった。教科
によって多少の差異があるが旧来 より負担が増




初か ら長期 にわたる教職への道 を計画化 して実
現 してい く努力が要求 されることになったので
ある。 これは教員養成に限 らず高度 に職業が分
化 してきたので教職 も例外 た り得 ない とい うこ
とである。
このため一部(昼 間部)と 二部(夜 間部)と
の相互履修科 目を増設 した。それに しても66条
科 目(日 本国憲法 ・体育 ・外国語 コミュニケー
ション ・情報機器の操作 各2単 位ずつ)も 必要
とな り,さ らに教科 に関する専 門科 目の履修単
位 を加 えるとハー ドな労力が要求 される。
厳 しい履修ハー ドルを越 えることは易 しい事
でない上 に教員採用 も少子化等 の影響で更 に厳
しさを二重 にしている。平成13年 頃 より幾分教
員採用数 も緩和 されて きて近年 また教職志望者
の増加傾向が見 られる。30年 前は教職履修者総
数が二千名 を越 え合格者 も3桁 を数えたが,以
来,暫 時減少 して合格者 もそれに比例 している。
だが教職志望者 は大学在学中 に決着 をつける事
ではな く卒業後 に種 々の型で教職につ く卒業生
が少 な くない。それは現職教員卒業生による教
育研究会に参加する人数 よ り判明 したものであ





理職 も多 く,中 には中心的役割を果た している
者 も少 な くない。平素の努力 を誠実 に累積 して
いけば必ず報い られるのである。歴史 と伝統 を
輝やかせる望みがあちこちに見 られるのが うれ
しい ことである。そ してここか ら教職課程発展
確立期(第V期)が 本 日より始 まるのである。
お わ りに
学 問上の 「達成」 は常 に新 しい 「問題提起」
を意味することはM・ ウエーバーの言葉だが神
奈川大学教職課程の未来は,こ れか らが本当の
勝負の しどころである。創 り上げる迄の職務 は
方針 を決め全構成員の努力 によって目標達成に
全力 をあげればすむが,複 雑 きわ まりない現代
においては創造的な教職課程 を完成 させ ること
は難 しい。 これまでの量の拡大 も必要だが,こ
れか らは質を高める事が課題 になるだろ う。
歴史 とは人生の莫大の量であ り,そ の内容 は
残 された記録類 にとどまらない。生 きた歴史の
証言 こそ重要なものである。但 し,こ の生 の証
言が主観のみで語 られては自慢話か恨み ごとで
終わ り真実は後世 に伝 えられない。神奈川大学
教職課程の歩み も当然に基本姿勢で語 られ将来
に役立 てなければ無意味である。教職課程 の歴
史は,そ こを生 き抜いた人間の生 きた時代 を反
映する ものであるべ きである。奇麗ご とで終わ
るか もしれない。 また ドロ ドロした人間関係 が
裏で渦巻いているか もしれない。 しか し時 は無
限の中で刻一刻 と前へ と進 んでい く。叱るな来
た道,既 すな行 く道であろう。
教職課程 に携 わる人間に先ず第一に問われる
のが人 間性である。ロボ ッ トのように仕事 は完
壁 に出来て も人間の心が理解で きない者 は失格
である。 これ まで教育学や教職課程では多少 な
りとも人間性 の最低必要基準の欠落 してい る者
も少 な くなかった。教 育対象を研究 してい さえ
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すれば よかったのである。 しか し,そ れはそれ
で教育科学の基礎研究 である。少 な くとも教職
課程 は現場教師が 日常活動 している児童 ・生徒
を対象 にした教育活動 と全 く同一のものである。
生 きた人 間を静的に とらえるこ とはで きない。
力動的に教育する側の諸要因まで加えて総括 し
ていかなければな らない。教職活動の難 しさが
ここにある。恐 らく教職課程関係者 には研究 と
実践 を止揚 していか なければならない求道的精
神が必要であろう。たいへんな職業である。生
半可では勤 まらない職業である。 だが,こ こで
は苦労すれば したな りの成果が得 られることも
確かである。又,教 師 として人間 として常に研
修が必要なのである。
達成 目標追求の途次 にて志半ばは残念ではあ
るが,そ れを継承 して くれ るス タッフが居るこ
とは有難い。 この ように して輝か しい伝統が形
成 されてい くのだろ う。あ とは唯 ここで未来へ
の輝 きを祈 るのみである。(敬 称略)
6神 奈川大学教職課程関係資料
追記
教職課程を33年 間勤務 して定年 を迎 える。
この間,自 分 な りに努力 したと主観的に考 え
るが まだ まだ不十分 だった。関係 スタッフには
数 々ご迷惑 をかけ恐縮 している と共に深 く感謝
している。この小史 も不十分史だが後世の者が
より完壁な 「教職課程史」 を創造的に執筆 して
くれる事 を願 って筆 を欄 きたい。(04.1.15)
参考資料
1神 奈 川 大 学 通 信 縮 刷 版Vo1J(1950.1.1)～IV
2神 奈 川 大 学60年 の あ ゆ み(1988.ll.15)
3神 奈 川 大 学 心 理 ・教 育 研 究 論 集1号(1983.3.
31)～22号(2003.3.3)
4神 奈 川 大 学 教 職 課 程 通 信1号(1984.3.31)～
20号(2003.3.3ユ)




付記資料1年 度別教職履修者数 付記資料2年 度別教員採用試験最終合格者
教職課程登録者推移
第一部 第二部 計
昭和45年 820 144 964
昭和46年 880 121 1,001
昭和47年 1,104 110 1,210
昭和48年 1,122 183 1,305
昭和49年 1,206 140 1,346
昭和50年 1,892 144 2,036
平成4年 256 47 303
平成5年 259 58 317
平成6年 290 58 348
平成7年 313 46 359
平成8年 225 53 278
平成9年 262 42 304
平成10年 255 29 284
平成11年 243 24 267
平成12年 299 20 319
平成13年 393 17 410
平成14年 445 31 476
平成15年 511 40 551




昭和58年 30 3 33
昭和59年 39 3 42
昭和60年 3S 3 41
昭和61年 30 7 37
昭和62年 25 5 30
昭和63年 32 0 32
平成1年 2ユ 2 23
平成2年 2ユ 4 25
平成3年 14 5 19
平成4年 15 3 18
平成5年 14 4 18
平成6年 24 1 25
平成7年 18 3 21
平成8年 14 3 17
平成9年 4 6 10
平成10年 2 3 5
平成11年 3 4 7
平成12年 3 2 5
平成13年 4 2 6
平成14年 4 2 6
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付記資料3神 奈川大学心理 ・教育研究論集1～22号 全 目次
第1号
1.論 稿
教 育工 学研究の一局面 一IDを め ぐる最近の動 向一
教 育 における男女平等論
教 員の行動変容 と組織変革 計量 的分析 の試み 一
「地域 」研究序論 一思想研究 と教 育の架橋への試み 一
知能の遺伝 一環境論争
























英語学習 にお ける 「つ まづ き」 の発見
一 中学校1・2年 の基本 的学習事項 か らみて
数学学習 にお ける 「つ まづ き」 の発見
一 「数 と式」 の領域 における 一
世界地理の取扱いにおける諸問題
地域 と社会教育 について
























Integrationを 中心 とした中学校 経営
一教育 荒廃 か ら正常化 を希求 して一
父親 の家事 ・育児参加 と母親 の意識












































〈主体形 成 〉の論理(1)一 「共生」 か ら新 たな 「知」 の地平へ 一
教授 目標 の明確化 教授工学 的研 究の成果 と課題 一
言語 環境 を整 える一教育者 と言語表 現カ ー
否定 の意 味 と構造の発達過程 に関する一考察
父親 の家事 参加 と母親の意識(2)一 有職 ・無職 の母親調査 一
Pulfrich効 果 と遅 延仮説(2)





































道徳 と国家 につい ての一試論
「関係の一次性」 の視 点か ら一
機器活用の教育的前提












文構 造の習得 方略 に関す る一考 察
一並 列構造か ら統合構造へ の展 開一
心理療 法の専 門性 につ いて
一 『心 理治療 を問 う』 を読 んで一
教職志望 者 と常 識
一 「道徳教育 の研 究」の立場 か ら一
英語教育基礎論
















世界地理導 入段 階の授 業実践











社 会教育の 「公共性」 につ いての一考察
オープ ン ・ユニバー シテ ィと放 送大学
メデ ィア利用の国際化 をめ ぐって一













一生徒指導の本質的 な発想転換 を求めて 一
家庭 における性役割分担 と学校 における性差の扱い
一米国中西部の小都市 にお ける事例研 究 一














II。 研究 ノー ト
都市祭 礼 にお ける社会化論 ノー ト
ー左 大文字の場合







横 浜市 の教育条件の変容 とそれに対応 する教育 開発







一現代 教育改革の批判 と視座 一
教育経営 に関す る実践的課題 の一 考察
英 国における 日本人社会 と日本 人補 習授 業校
京都 人文学園 と学園新聞 『水曜 日』
エ ンカウンター グル ープの構造 について
過 食症(bulimia)の 夢研 究 ノー一 ト(1)
一治療 前に よ く見た夢 を中心 として一
"ぴ らがな"の 能働触知覚 における加齢 の効果




























A中 学校 における生徒指導 の現状
中学校 におけ る生徒指導 の現状 とその対 応














B国 際化 をめ ざす横 浜の教育
在 日外 国人への教育サ ー ビス
横 浜 にお ける教育 と文化 的活動
一 インタナ シ ョナ ル ・スクールの父母の意識 一
国際学校 に通学す る児童 の家庭 内使 用言語 とそ の能力
〈付 〉 「国際化 をめ ざす横浜 の教 育」 のための基礎調査
河上婦志子
ジ ョン ・ボチ ャ ラ リ
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第7号
1,論 稿
自己教 育 力 と教 育 工 学
女 性 教 員 の た め の ア フ ァー マ テ ィブ ・ア ク シ ョン
「差 別Jと 社 会 教 育 ・序 論
一 日本 社 外 教 育 学 会 ・宿 題 研 究 「報 告 」 を基 に して 一
自 己 の性 の 受 容 にみ ら れ る男 性 直 線 型 ・女 性 葛 藤 型
精 神 分 析 研 究 ノ ー ト
英 語 教 授 法 の 変 遷 一 そ の1一
基 礎 的統 語 能 力 の 発 達 に 関す る一 考 察














































II.研 究 ノ ー ト ・共 同研 究
ThresholdChangeataLuminance-edgeintheAfter-flash
EffectasaFunctionofExposureTime
生 徒 指 導 論 の 一 考 察
体 験 を重 視 す る立 場 に立 っ て 一











男 ら しさ ・女 ら し さか ら両 性 具 有 へ
わが 国 に お け る心 理 学 的 測 定 研 究 の動 向 とそ の 問 題 点 一
男 ら しさ ・女 ら し さの 時 代 差
一 教 師論 一教 職 をめ ざす 人 た ちへ 一
J・ ア ダム ス の 文 化 的多 元 論 に も とつ く学 校 教 育 論
一 「学 校 と地域 の 関 係 」 再 考 の た め の 一視 点 一
公 教 育 労 働 論 序 論
英 語 教 授 法 の 変遷 一 そ の2
CanEnglishContributetotheinternationalisationofjapan?
‐ConflictbetweenTraditionalandModernIdeas‐
色 彩 語 の 意 味 分 析:日 英 文 化 比 較
TheLinguisticProficiencyNecessaryfortheRevisionProcess








































II.研 究 ノー ト ・共 同研究
解説:CBEコ ース ゥェァデザ ィン












生 涯 学 習 時 代 の社 会 教 育 黒 沢 惟 昭
自立 と共 生 を促 す 生 徒 指 導 の あ り方 渡 辺 武 臣
性 教 育 とジ ェ ン ダ ー(1)河 士 婦 志 子
エ コ ロ カ ラ ー シ ス テ ム
ー人 間 の色 覚 現 象II:空 間 コ ー ド 三 星 宗 雄
エ コ ロ カ ラ ー シ ス テ ム
ー人 間の 色 覚 現 象III:分 光 ・強 度 コ ー ド 三 星 宗 雄
TheImpactofIndustrializationonEducationalDevelopmentinJapan
上 條 雅 子
HowtoAnalyzeInterlanguageErrors水 野 晴 光
CoherenceinOralProduction鈴 木 広 子
RetouchingthePast:ADiscussionofHerbart'sandFroebel'sEducationalConcepts
R・S・ サ ブ ス ラ ッ ク
山 本 滝 之 助
そ の 社 会 教 育 思 想 と実践 一 久 田 邦 明


















工 業教 育 にお ける 「課題研究」 の在 り方 安達 勝之 i65
第10号
1.論 稿
労働 運動 と部落解放運動 との接 点についての…考察
一 「階級」 と 「差別」 に関する研 究 ・序論 黒沢 惟昭
学校教育の人間化 ・生活化 小論 渡辺 武 臣
物 語作 りにお ける登場 人物 の役割
一キ ャラクターイメージの逆転 を通 して 一 古屋喜美代
堀越 美加
草創期 自由 ヴァル ドルフ学校 における理念 と実践 鈴木その子
地域の国際化 と教育 の課題
一群馬県東毛地区 の実態 か ら一 入江 直子
エ コロカラー システムIV
一人間の色覚現象:色 覚 の型 と異常 一 三星 宗雄
順 次点灯す るネオン光 の下における印象 と課題 の遂行 三星 宗雄













II.研 究 ノー ト
教 室英語の運用 につ いて













技 術教育 に関す る一考察 一新 約聖書の なかの技術 一 安達 勝之 209
第11号
1,論 稿
「心豊か な生 き方」 を可 能にする条件
パー ソナリティか らみた達成 関連感情の特徴
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自然の色彩 に関す る測色学 的研 究
一植物の色 一
物語 ・大学の授業














「社会科教育の基礎」 の教授 法の研 究
1社 会人育成 の教科 としての社会科
2社 会科変貌 の歴 史
3社 会科が育 てる 「力」 への試み












「働 くこと」 と女性 の主体形 成
高校制度改革 ・試論
一社会的公正 と価値 の多様 化の調和 一
グループの イメージ とス タッフのあ り方
一非構i成的エ ンカ ウンター ・グル ープの一つ の 「生 き方」一




絵本 と子 ど も一心 のゆれ を探 る 一




































3.学 生 た ちが 求 め る大 学 教 育
一質 問 紙 調 査 に基 づ く予 備 的 考 察 一
4.達 成 関 連 感 情 の 認 知 的規 定 因 と動 機 づ け機 能
5.オ ー ラル コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン を育 て る指 導 原 理
6.ア マ ゾ ンの 色 彩:そ の測 色 学 的研 究
7.問 題 行 動 と地 域 性 に 関す る 一研 究
一あ る教 育 セ ン ター の事 業 報 告 よ り
























工業教育 にお ける創 造性の育成
一企業 内教育 か らみた工業高校の教育 のあ り方 一 安達 勝之 121
第14号
1.論 稿
応用神経心理 言語 学 としての外国語教育学
F・W・ フェルスターにおける 「償い」 と しての罰 の理 念













一ナシ ョナルカ リキ ュラムの導入 と権力構 造の変化 一 上條 雅子
カナダ ・オ ンタリオ州の女性教員 のためのア ファーマテ ィブ ・アクシ ョン ・その後
河上婦志子
情報教 育の基礎 小池 榮 一
「部活動」再考 の視 点 澤 田 敏志
「特別活動 の研究」 の授 業づ くりにお ける学 生参 加 鈴木 そ よ子
消費者教育 の現代 的意義 と課題
一"地 球消費者市 民"の 育成 をめざ して一 関 貞雄
達成 関連感情 の喚起 強度 奈須 正裕
木崎農民小学校論 一民衆の 「学校」創 出一 鳴 瀬 彰夫
生涯学 習の方法 久 田 邦 明
民族紛争 と民族 自決一悲劇の旧ユ ーゴ内戦 を考える一 宮 田 明人
教 師か らみた現在 の小 学生像
SD法 に よる イメージの測定結果 一 芳 川 玲子
触覚 に も主観的輪郭 線効 果 はあ るか 和氣洋美 ・和 氣典二
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第15号
1.論 稿
現代 の小学生 と遊 び
インテイクを促す外 国語の授 業












歴史認識の共有 中学生の歴史 アンケ ー トと歴 史観 一










III.共 同研 究 情報教育研究 の実践 とその課題
神奈川大学情報教育研 究会発足の経緯 とその研究 目的
自己教育力 を育 てるための学習指導の一考察
コンピュータを活 用 した学習指導法 の究 明一
授業 におけるコ ンピュー タの利用形態 と授業実践









神奈川大学教職課程委員会の歩みと今後への期待 小池 榮一 135
第16号
1,論 稿
フェ ミニズ ム教育学 の基本的視点
一フェ ミニズ ム教育 実践のプ ロセスへ の注 目一
グループの懐
一ある一年 間のエ ンカ ウンター ・グループ ・ス タッフ体験 一
民主的 人格 の構造
字幕つ き映像の視聴 過程 を知るための視線運動分析 について
TheL2AcquisitionandAttritionofJapaneseReturnees
アマ ゾンの空の色
教育環境 を再構築 す るための視点






















情報教育 とコ ンピュー タ その活用の基礎 ・基本 小池 榮 一 99
19
第23号 神奈川大学心理 ・教育研 究論集
中 学 校 の 数 学 の 授 業 に お け る コ ン ピ ュ ー タの
利 用 状 況 調 査 及 び授 業 実 践
ComputerUsewithEnglish
‐1 -2StudentperComputerandTeamTeaching‐
単 位 制 高 校 に関 す る 一考 察
石川勝義 ・川西 治男
ToshiyukiOkamoto









カナ ダ ・オ ンタリオ州の 「ジェンダーの公正」教 育
一教員養成や研修 での取 り組み 一
バ イリンガル教育 と言語 ・思考:知 能
統合保育
一保育 園
、学童 ク ラブでの障害児保育 を考 える一
自然昼光 およびD55光 源下 にお ける物体色 の飽和 度の知覚
視覚 と触覚






















〈翻訳 〉サ ン ドラ ・ア ッカー著
女性 のいない世界 一1960～79年 の英 国教 育社会学 一
教育 と共生1一 異文化受容 の試 み一





情報教育研究 の基礎 要件 小 池榮 一
情報教育 を支 える基礎 条件 石 川勝 義 川西治男
研究会 の活動 とこれか らの情報教育 岡本俊 之
これ からの情報教 育研 究(1)平 井弥三郎
一川崎市 におけ る教育情報 ネ ッ トワー クを中心 に一
これか らの情報 教育研 究(2)大 久保 良孝
一千葉県 におけ る事例 を中心 に一
メデ ィア リテ ラシーの育成 と情報受信 ・発信 につい ての一考察 保 崎則雄
一学校 や企 業 ・職場で活か されるメデ ィア による情報活用 能力 の育成 をめ ぐって一
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第18号
1.論 稿
生涯教 育 ・学習 と学校教育
一教 育課程 編成 にお ける視座
普通教 育概 念の問題(1)
一 「普通教 育」 は教育学 的カテ ゴリーか法律 用語 か一












II.研 究 ノー ト
産婦 人科医師の願い を高校 の教 室へ











「総合的な学習」 と情報教育 小池 榮一 79
一2Q一
付記資料
「総合的 な学習」 の今 日的課題
一21世 紀 の学校教育実践試論 一
中学校 にお ける 「総合 的な学習」 の課題
中学校での 「総合 的な学習」
一実践例の分析 一
小学校 にお ける 「総合 的な学習」
一川崎市総合教育 セ ンター共同研究の成果 を中心 に一
男女平等教育 の課題(2)






















これか らの職業教育 のあ り方
一高校の職業(商 業)課 程 の改訂 に触れて 一
普通教育概念の問題(2)
一政治教育 と しての普 通教育 一
色 名の分布
キ リス ト教史の新 しい視 点













II。 研 究 ノ ー ト
キ ャ リ ア開 発 論 の 視 点 とそ の実 践
一 大 学 生 の キ ャ リ ア 開発 を 中心 と して 一
MediaProductionandPresentation







「総合的 な学習」実践 の課題 と展望
「総合的 な学習」の研究経過 報告
小 ・中学校 にお ける 「総 合的な学 習Jの 先行事例
一情報教育 と 「総合 的な学習の時間」 に関す る調査結 果 よ り一
「総合学習」 論考
(1)小 学校 における 「総合的な学習」 の課題
(2)小 学校 における 「総合的な学習 の時 間」 と情報教育
(3)「 総合的 な学習」 の実践
一 「マルチ メデ ィアプロジェ ク ト学習」 一
(4)「 総合的 な学習」 の実践
一英語指導 にお ける実践 的コ ミュニケ ーシ ョン能力 の育成 一
($)
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第20号
1.論 稿
楽園的 イメー ジ とエ ロスの探索
学部教育 にお けるカ リキュラム改 革の方向性(2)







普通教 育概念 の問題(3・ 完)
一エ リー ト的中等教育の伝統 か ら何 を引 きつ ぐべ きか
リスニ ング におけ る学習者 の困難点 とその指導法
一中学校 におけ るListeningforPerceptionの 指導 を中心 に一
ア ウ トプ ッ トを高め る英語技法
キ リス ト教史の新 しい視点(そ の2)
-16世 紀 の国際社会 とキ リス ト教 一
















II.共 同 研 究
ス ク ー ル ・セ ク シ ュ ア ル ・ハ ラ ス メ ン トの授 業 実 践
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第21号
1.論 稿
J.H.ヴ ィヘ ルンの罰論 の構造 と意義
学部教 育 にお けるカ リキュラム改革の方向性(5)
一東京都 ・神奈川県下 の私 立大学 ・経営学 関係学科 を事例 として 一
地域 生 涯 学 習 社 会 の具 現 化 に 関 す る 一 考 察











II.石 弄究 ノー ト
大学 英語教育 にお ける語彙習 得の方略利用 に関す る試 案



















入江 直子 ・五十 嵐 とし江
渡部 み ど り ・岸 澤 初美103
鈴木 そよ子112
佐藤 慎也ll3
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第22号
1.論 稿
英語 のセ ンス を育 むライテ ィングの指導
英国 におけ る英語教育 の現状
一EFL・ESLと しての英語 学習者の観点 か ら一











II.研 究 ノ ー ト
トロ ン ト教 育 事 情 河上 婦志子 55
一22
付記資料
もうひ とつ の道徳教 育研 究
一戦後道徳教育 の再生 と500人 を超 え る学年道徳 の試 み一














「新学習指導 要領 と教 員養成」の共 同研究 について
理科(生 物 ・化学 ・物理)の 授業方法 について




和 氣 典 二 ・茂木 恵理子









































































小泉 公史(外 ・教授)(英 語教育法)
教職課程副委員長
渡邊 恵子(外 ・教授)(教 育心理学)
教職課程委員
山田 徹(法 ・助教授)(西 洋政治史)
村尾 質(経 ・教授)(交 通論)
菊地 敬造(工 ・教授)(数 学)
大森 新一(短 ・教授)(教 育心理学)
小池 榮一(外 ・教授)(教 育心理学)
黒沢 惟昭(外 ・教授)(社 会教育概論)
網野 善彦(短 ・教授)(歴 史学)








小池 榮一(外 ・教授)(教 育心理学)
教職課程副委員長
河上婦志子(外 ・助教授)(教 科教育法 ・社会)
教職課程委員
村上 順(法 ・教授)(行 政法)
小林 康宏(経 ・教授)(経 営財務)
小泉 公史(外 ・教授)(英 語教育法)
菊地 敬造(工 ・教授)(数 学)
大森 新一(短 ・教授)(教 育心理学)
黒沢 惟昭(外 ・教授)(社 会教育の基礎)










小泉 公史(外 ・教授)(英 語教育法)
教職課程副委員長
渡邊 恵子(外 ・教授)(教 育心理学)
教職課程委員
村上 順(法 ・教授)(行 政法)
村尾 質(経 ・教授)(交 通論)
菊地 敬造(工 ・教授)(数 学)
大森 新一(短 ・教授)(教 育心理学)
小池 榮一(外 ・教授)(教 育心理学)
黒沢 惟昭(外 ・教授)(社 会教育概論)
網野 善彦(短 ・教授)(歴 史学)








小池 榮一(外 ・教授)(教 育心理学)
教職課程副委員長
河上婦志子(外 ・助教授)(教 科教育法 ・社会)
教職課程委員
村上 順(法 ・教授)(行 政法)
小林 康宏(経 ・教授)(経 営財務)
小泉 公史(外 ・教授)(英 語教育法)
菊地 敬造(工 ・教授)(数 学)
大森 新一(短 ・教授)(教 育心理学)
黒沢 惟昭(外 ・教授)(社 会教育の基礎)
網野 善彦(短 ・教授)(歴 史学)
丹野 勲(経 ・専任講師)(異 文化摩擦)









第23号 神奈 川大学心理 ・教育研 究論集
平成三年度 教職課程委員
教職課程委員長
黒沢 惟昭(外 ・教授)(道 徳教育の研究)
教職課程副委員長
河上婦志子(外 ・助教授)(教 科教育法 ・社会)
教職課程委員
山田 徹(法 ・助教授)(西 洋政治史)
沢田 幸治(経 済 ・教授)(経 済原論)
上條 雅子(外 ・助教授)
(講読演習(英 米研究))
立花 俊一(工 ・教授)(微 分積分学)
大森 新一(短 ・教授)(発 達 ・学習の心理学)
岩男 耕三(経 営 ・教授)(社 会学)




鈴木そ よ子(経 営 ・専任講師)
(特別活動の研究)
郷田 正萬(法 ・教授)(国 際政治学)
教職科 目担当者
小池 榮一(外 ・教授)(教 育工学特講)
村田 泰彦(外 ・教授)(教 育原論)










黒沢 惟昭(外 ・教授)(道 徳教育の研究)
教職課程副委員長
河上婦志子(外 ・助教授)(教 科教育法 ・社会)
教職課程委員
山田 徹(法 ・助教授)(西 洋政治史)
沢田 幸治(経 済 ・教授)(経 済原論)
上條 雅子(外 ・助教授)
(講読演習(英 米研究))
立花 俊一(工 ・教授)(微 分積分学)
大森 新一(短 ・教授)(発 達 ・学習の心理学)
岩男 耕三(経 営 ・教授)(社 会学)
小幡 行雄(理 ・教授)(確 率統計学)







鈴木そ よ子(経 営 ・専任講師)(教 育原論)
教職科 目担当者
小池 榮一(外 ・教授)(教 育工学特講)
渡辺 武臣(短 ・教授)(生 徒指導の研究)
奈須 正裕(経 営 ・専任講獅)(教 育心理学)
下田 節夫(外 ・教授)(カ ウンセリング)











長井 圓(法 ・教授)(刑 事訴訟法)
副委員長
黒澤 惟昭(外 ・教授)(社 会教育演習)
委員
矢口 俊昭(法 ・教授)(憲 法)
大澤 定順(経 済 ・教授)(経 済学)
岩男 耕三(経 営 ・教授)(社 会学)
上條 雅子(外 ・教授)(英 米社会文化論)
高木 伸司(理 ・教授)(環 境工学)
小野寺重三(工 ・助教授)(微 分積分学)





渡辺 武臣(短 ・特任教授)(生 活指導の研究)
古屋喜美代(外 ・専任講師)(教 育心理学)
奈須 正裕(経 営 ・専任講師)(教 育心理学)
教職科 目担当者
大森 新一(短 ・教授)(発 達 ・学習の心理学)
横溝 亮一(外 ・助教授)(青 年心理学)
河上婦志子(外 ・助教授)(教 科教育法 ・社会)
下田 節夫(外 ・教授)(カ ウンセリング)









長井 圓(法 ・教授)(刑 事訴訟法)
副委員長
小池 榮一(外 ・教授)(教 育心理学)
委員
矢口 俊昭(法 ・教授)(四 ～二月 ・憲法)
大澤 定順(経 済 ・教授)(経 済学)
岩男 耕三(経 営 ・教授)(社 会学)
伊藤 克敏(外 ・教授)(英 語)
高木 伸司(理 ・教授)(環 境工学)
小野寺重三(工 ・助教授)(微 分積分学)
香月洋一郎(経 済 ・助教授)(民 俗学)
河上婦志子(外 ・助教授)(教 科教育法 ・社会)
浅山 佳郎(外 ・専任講師)(日 本語教育)
渡辺 武臣(短 ・特任教授)(生 活指導の研究)
古屋喜美代(外 ・助教授)(教 育心理学)
奈須 正裕(経 営 ・助教授)(教 育心理学)
教職科 目担当者
大森 新一(短 ・教授)(発 達 ・学習の心理学)
横溝 亮一(外 ・助教授)(青 年心理学)
黒澤 惟昭(外 ・教授)(社 会教育演習)
下田 節夫(外 ・教授)(カ ウンセリング)























行雄(経 営 ・教授)(会 計学原理)
光實(理 ・教授)(分 子生物学)
小野寺重三(工 ・助教授)(微 分積分学)
渡辺 武臣(短 ・特任教授)(生 活指導の研究)
古屋喜美代(外 ・助教授)(教 育心理学)
鈴木そよ子(経 営 ・助教授)(教 育原論)
大西 勝也(外 ・専任講師)(教 育原論)
香月洋一郎(経 ・教授)(民 俗学)
浅 山 佳郎(外 ・専任講師)(日 本語学)
富井 正男(工 ・助教授)(機 械学)
教職科目担当者
大森 新一(短 ・教授)(教 育心理学)
河上婦志子(外 ・教授)(教 科教育法 ・社会)
横溝 亮一(外 ・助教授)(青 年心理学)
下田 節夫(外 ・教授)(カ ウンセリング)










小池 榮一(外 ・教授)(教 育心理学)
副委員長
長井 圓(法 ・教授)(刑 事訴訟法)
委員
田中 弘(経 ・教授)(会 計監査論)
照屋 行雄(経 営 ・教授)(会 計学原理)
伊藤 克敏(外 ・教授)(心 理言語学)
齊藤 光實(理 ・教授)(分 子生物学)
小野寺重三(工 ・助教授)(微 分積分学)
渡辺 武臣(短 ・教授)(教 育原理)
古屋喜美代(外 ・助教授)(教 育心理学)
鈴木そよ子(経 営 ・助教授)(教 育原論)
大西 勝也(外 ・助教授)(教 育原論)
田上 繁(経 ・助教授)(古 文書演習)
浅山 佳郎(外 ・助教授)(日 本語学)
伊藤 修(経 ・教授)(経 済政策)
教職科 目担当者
河上婦志子(外 ・教授)(教 科教育法 ・社会)
横溝 亮一(外 ・助教授)(青 年心理学)
下田 節夫(外 ・教授)(臨 床心理学)
入江 直子(外 ・助教授)(社 会教育の基礎)











小池 榮一(外 ・教授)(教 育心理学)
副委員長
伊藤 克敏(外 ・教授)(心 理言語学)
委員
重田 晴生(法 ・教授)(商 法 〔総則 ・商行為〕)
山口 拓美(経 ・専任講師)(現 代社会 と経済)
橋本 光憲(経 営 ・助教授)(銀 行論)
小島 一元(理 ・教授)(数 学)
長 宗雄(工 ・教授)(微 分積分学)
渡辺 武臣(短 ・教授)(教 育管理)
河上婦志子(外 ・教授)(教 科教育法 〔社会〕)
鈴木そよ子(経 営 ・助教授)(教 育原理)
入江 直子(外 ・助教授)(社 会教育の基礎)
香月洋一郎(経 ・教授)(民 俗学)
浅山 佳郎(外 ・助教授)(日 本語学)
橋本 侃(外 ・教授)(英 文学)
教職科 目担当者
横溝 亮一(外 ・助教授)(青 年心理学)
下田 節夫(外 ・教授)(臨 床心理学)
古屋喜美代(外 ・助教授)(教 育心理学)
関口 昌秀(経 営 ・助教授)(教 育社会学)








小池 榮一(外 ・教授)(教 育心理学)
副委員長
小泉 公史(外 ・教授)(英 文学)
委員
重田 晴生(法 ・教授)(商 法 〔総則 ・商行為〕)
山口 拓美(経 ・専任講師)(現 代社会 と経済)
橋本 光憲(経 営 ・教授)(銀 行論)
小島 一元(理 ・教授)(数 学)
長 宗雄(工 ・教授)(微 分積分学)
渡辺 武臣(短 ・教授)(教 育管理)
河上婦志子(外 ・教授)(教 科教育法 〔社会〕)
鈴木そよ子(経 営 ・助教授)(教 育原理)
入江 直子(外 ・助教授)(社 会教育演習)
香月洋一郎(経 ・教授)(民 俗学)
高野 繁男(外 ・教授)(日 本語論)







関口 昌秀(経 営 ・助教授)(教 育社会学)
































伸(経 営 ・教授)(経 営史)




河上婦志子(外 ・教授)(教 科教育法 〔社会〕)
大西 勝也(外 ・助教授)(教 育原論)
福 田アジオ(外 ・教授)(民 俗学)
浅 山 佳郎(外 ・助教授)(日 本語学)
原村 嘉彦(工 ・教授)(熱 力学)
教職科 目担当者
鈴木そ よ子(経 営 ・教授)(教 育原理)
山田 晃(短 ・特任教授)(生 徒指導の研究)




































福 田アジオ(外 ・教授)(民 俗学)
浅山 佳郎(外 ・助教授)(日 本語学)
杉本 剛(工 ・教授)(設 計工学)
教職科 目担当者
鈴木そよ子(経 営 ・教授)(教 育原理)
渡辺 武臣(短 ・特任教授)(教 育の基本)
小池 榮一(外 ・教授)(教 育心理学)
下田 節夫(外 ・教授)(臨 床心理学)









伸(経 営 ・教授)(経 営史)










入江 直子(外 ・教授)(社 会教育演習)
副委員長
安達 和志(法 ・教授)(行 政法)
委員
阿部 浩己(法 ・教授)(国 際法)
香月洋一郎(経 ・教授)(民 俗学)
山口 拓美(経 ・助教授)(現 代社会 と経済)
丹野 勲(経 営 ・教授)(国 際経営論)
鈴木そ よ子(経 営 ・教授)(教 育原論)
鈴木 秀直(理 ・教授)(細 胞生物学)
矢島 幸信(工 ・教授)(幾 何学)
石黒 敏明(外 ・教授)(英 語 ・英語学)
古屋喜美代(外 ・教授)(教 育心理学)
浅山 佳郎(外 ・助教授)(日 本語学)
大西 勝也(外 ・助教授)(教 育原論)
教職科 目担当者
関口 昌秀(経 営 ・助教授)(教 育社会学)
小池 榮一(外 ・教授)(教 育心理学)
河上婦志子(外 ・教授)(教 科教育法 〔社会〕)
下田 節夫(外 ・教授)(臨 床心理学)
横溝 亮一(外 ・助教授)(青 年心理学)
渡辺 武臣(短 ・特任教授)(教 育の基本)









入江 直子(外 ・教授)(社 会教育演習)
副委員長





山口 拓美(経 ・助教授)(現 代社会 と経済)
丹野 勲(経 営 ・教授)(国 際経営論)
鈴木そよ子(経 営 ・教授)(教 育原論)
鈴木 秀直(理 ・教授)(細 胞生物学)
矢島 幸信(工 ・教授)(幾 何学)
石黒 敏明(外 ・教授)(英 語 ・英語学)
古屋喜美代(外 ・教授)(教 育心理学)
高野 繁男(外 ・教授)(日 本語論)
大西 勝也(外 ・助教授)(教 育原論)
教職科 目担当者
小池 榮一(外 ・教授)(教 育方法論)
河上婦志子(外 ・教授)(教 科教育法 〔社会〕)
関口 昌秀(経 営 ・助教授)(教 育社会学)
下田 節夫(外 ・教授)(カ ウンセ リング演習)
横溝 亮一(外 ・助教授)
(カウンセリング特講)
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義照 「創刊 を祝 して」
榮一 「いま教職課程 に問われているもの」
昇 「教員の専 門性」


































公史 「人間性 を尊重す る教育 を求めて」
善彦 「教師の幸せ と恐 ろしさ」
質 「平和 と民主主義の尊 さ一 「軍人」 を志 した一人 として一」
恵子 「教職課程の課題一3つ の答 申をよんで一
6号
・渡邊 恵子 「大学教育への期待 と挑戦」
・村尾 質 「好 きでなかった 「講義」は今…」










康宏 「一年 を振 り返って」
昇 「私の教職課程」






盛久 「新 しい大学 と教員養成」
榮一 「河の流れの ように 一年の回顧」
新一 「新 しい教職課程 を考える」
重夫 「ある動物学者の教職観」
9号
・平田 清明 「激動す る世界での教職」
・黒沢 惟昭 「生涯学習 と市民社会の成熟化」







惟昭 「教員養成 を考 える」








三郎 「新 しい大学像 と教職課程」
新一 「自己開発の挑戦 をめざす教職課程学習の とりくみ」
圓 「新世紀の教職への熱 き心」








勝也 「問い と答えの循環」 を歩む」
武臣 「教職特別講座」
13号
・小池 榮一 「転換期の教師教育一 これからの教職課程一」
・田中 弘 「プロ意識 とアマチュアリズム」
・小野寺重三 「最近の学校 とわた くしの中学校」
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宗雄 「学生の希望 をかなえる方策 を」
16号
・松岡 紀雄 「教育者に求め られる 「未来」への洞察力」
・河上婦志子 「教員免許法改正 に臨んで」
















・入江 直子 「教員養成 における 「体験学習」の必要性」
・鈴木 季直 「環境の世紀一教育 は地球を救 う一」






















{ 政 治 史
}
社 会 学
社 会 政 策
/
経済学原論
商 業 政 策
金 融 経 済
国 際 金 融
経済経済学
日 本 史
{ 外 国 史






















各科 目群 より二単位以上履修することが要件であるが中心を法律,経 済の関係科 目におき
一般社会


































第23号 神奈川大学心理 ・教育研究 論集
[昭和49年 度 教 職 に関す る専 門科 目(法 ・経 ・外 ・工)]
(学年は標準年次を示す)
1年 次 2年 次 3年 次 4年 次





(社 会) X3 須藤(敏)
田
尺碓)











(商 ・職) x4 島(金)
に
(エ ・職) X4 鈴木㈲ 教育史(前) 2 春 山
関
















青年心理学(後) 2 島 田
(備考)
※ 教 職課程の履修登録 は原則 として2年 次 に行 う。





教 職課程の履修 につ いては,本 文 「教職課程」 の項 を参照 する こと。
O印 は必修,x印 は選択必 修科 目,口 印 は中学校 の免許 を希望 す るもの のみ必修 を示 す。
教 育実習II(実 習校 におけ る実習)は,最 終年 次でつ ぎの とお り行 う。
(イ)実 習の登録 は3年 次 の6月 に行 う。
(ロ)実 習は中学校 または高等学校 において継続2週 間実施 す る。
(ハ)実 施の期 間は4月 か ら12月 まで とす る。
(二)実 習者 はつ ぎの教職 に関する専 門科 目お よび当該教科 の実習 に必要 な教科 に関する専 門科 目の単位 を修得 してお くも
の とす る。
教 職に関す る専 門科 目一教育 原理,教 育心理学,教 科教育 法,教 育実習1(講 義)
教 科に関す る専 門科 目=「 社 会」,「商業」,「工業」,「職業」 について は実習 を希望す る教 科 に関す る専 門科 目
「英語」 につい ては英語 学6単 位,英 文学6単 位,会 話 お よび作文4単 位
「数学」 につい ては微分積 分学1・II・III,幾 何学1
教 育実習の単位 は,教 育実 習1(講 義),教 育実 習II(実 習校 における実習)を あ わせ て最 終年次に2単 位 を認定す る。
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付記資料
[昭和58年 度 教職に関する専 門科 目(法 ・経済 ・外国語 ・工学部)]
(学年は標準年次を示す)
2年 次 3年 次 4年 次
1年 次
授業科目 単位 担任者 授業科目 単位 担任者 授業科目 単位 担任者
70001教 育原 理 04 {糊
70005青 年心理学(後) 2 渡邊徳) 70006教 育史(後) 2 田嶋(一)








70007教 育行政(前) 2 瀬 尾
小池傑)
70009教 科教育法(社 会) x3 河 上 村 田





70012教科教育法価業幟業:・ x4 島 松 岡
門




70019視 聴覚教育(前) 2 小池傑)
科









70018教 育社会学 4 河 上
(備考)
*○ 印 は必修科 目,× 印は選択必修科 目,口 印は中学校 の免許 を希望 する もののみ必修 を示す。
*教 職課程 の履修 について は,本 文 「教職課程」 の項 を参照す ること。
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第23号 神奈川大学心理 ・教育研究論集
[平成2年 度 教 職 に関す る専 門科 目(法 ・経 済 ・経 営 ・外 国語 ・理 ・工学 部)]
(平成2年 度以降の入学者に適用・ただし経営 ・理学部は平成2年 度から適用)(学 年は標準年次を示す)
1年 次 2年 次 3年 次 4年 次
授業科目 単位 担任者 授業科目 単位 担任者 授業科目 単位 担任者 授業科目 単位 担任者
教育原論1(前) 02 村 田 教育心理学1
(前)
02
教育史特講(後) 2 カウンセ リング
特講II(後)
2
教育原論II(後) 02 村 田 カ ウ ン セ リ ング

















特別活動の研究(前 02 教育経営の実践(後) 2
宙寸





























*○ 印 は必修科 目,× 印は選択必修科 目,口 印は中学校の免許 を希望 する者のみ必修 を示す。
*教 職課程 の履修 について は,本 文 「教職課程」 の項 を参照す るこ と。
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付記資料
[平成5年 度 教職に関する専 門科 目]
免許法に規程 1年 次 2年 次 3年 次 4年 次 免許取得に必要な
さ れ た 科 目 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 単 位 数
教育の本質及び ○教育原論1 2 生涯学習論1 2 教育史特講 2 2
目標 に関する科 教育学基礎演習 2 以
目
上






程 に関す る科 目
教育に係る社会 0教 育原論II 2 生涯学習論II 2 教育社会学特講 2 以
的,制 度 的又 は 教育行政学特講 2 鼠
経営的な事項に 教育経営の実践 2 上 上
関す る科 目
教育の方法及び ○教育心 理学II 2 教育工学特講 2
技術(情 報機器 2
及び教材の活用 以上
を含 む 。)に 関
す る科 目
教科教育法に関 ×社会科教育の基礎 2










生徒指導,教 育 0生 徒指導の研究 2
相談及び進路指 2
導 に関する科 目




注)10印 は必修科 目,× 印 は選択必 修科 目,□ 印は中学校 …種免 許状取得 の場合は必修科 目を示す。 また,()内 の単位
数 は,中 学 校一種免許状取得 に必 要な単位 数 を示す。
21年 次生 は上位 年次の授業科 目を履 修で きない。2年 次以 上 は,必 修科 目について は上位年次 の授 業科 目を履修 で きな
いが,そ れ以外 の科 目につ いては配当年次 に関 わ りな く履修 で きる。
3「 教科教育 の研究」 お よび 「教科教育法」 の単位 は,取 得 しよう とす る免許教 科 ごとに修得 しなければな らない。
なお 「社 会科教育 の基礎」 は,免 許教科 「社会」 「地 理歴史」 「公民 」 に共通 の必修 科 目で あ り,「教 科教育法(社 会 ・
地理歴史 ・公民)」 の履修 に先立 って修得 しておか なければな らない。
4「 道徳教育の研究」 は中学校一種免 許状 取得の場合 は必修 であ る。高等 学校…種免許状 のみ取 得の場合(例=商 業)も
修得す るこ とが望 ま しいが,免 許 取得 に必 要な 「教職 に関す る科 目」 の単位 数に は含 まれ ないの で注 意す るこ と。た だ
し,中 学校で教育実習 を行 う者は,原 則 と して3年 次 まで に修得す るこ と。
5「 教育 実践の研究II」 を履修 す る者 は,必 修科 目お よび選択 必修科 目を全 て修得 してお くこと。
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第23号 神奈川大学心理 ・教育研究論集
[平成15年 度 「教職に関する科 目」(2002年度入学者から適用)法 学部 ・経済学部 ・外国語学部 ・工学部]
1年 次 2年 次 3・4年 次 免許取得に必
授業科目 単位 担任者 授業科目 単位 担任者 授業科目 単位 担任者 要な単位数
O(前)教 育原論1 2 大西 口(前)(後)道 徳教 育論 2 大西
○(後)教 育原論II 2 大西 0(前)(後)特 別活動論 2 高橋(翻
中12
○ 揃)教 育心理学 2
河上





(後)カ ウンセリング概論 2 北島
下田 中2以 上
(前〉(後)カウンセリング演習 2 北島 高2以 上
横溝
○(後)教 職論 2 ・X1 ○(前)教 育実習指導 1 X2
中7
○(前)教 育 実習1 2 X3
高5以 上
口(前)教 育実 習II 2 X4
(前)(後)現代教育の課題 亙 2 河上 大西
鳴瀬 (前)(後)現代教育の課題n 2 河上
(前)生 涯学習論1 2 辻(智) 鳴瀬
(後)生 涯学習論II 2 辻(智) (後)メ デ ィア ・リテラシー 2 高橋(恭) 中2
(前)人 権教育 2 今野 高2
(後)女 性学 2 入江
(前)ボ ランティア活動論 2 荻村
(後)地 域の国際化 と教育 2 星野
(前)教 科教育法1(英 語) 2 石黒 (後)教科教育法 皿(英 語) 2 高橋(一)
(後)教 科教育法II(英 語〉 2 石黒 (後)教 科教育法III(中 国語) 2 加藤
(前)教科教育法1(中 国語) 2 森本 (後)教科教育法 皿(数 学) 2 石田
(後)教科教育法II(中国語) 2 森本 教科教育法IV(英 語) 2
(前)教 科教育法1(数 学) 2 樋口 教科教育法IV(中 国語) 2
(後)教科教育法II(数 学) 2 中野 教科 教育法Iv(数 学) 2
(前)教科教育法1〔社会 ・公民) 2 河上
澤田
(前)教科教育法1(社会・地理歴史) 2 鈴木儀)
(後)教科教育法II(社会・公民) 2 澤田 中8
(後:1教科教育法聾〔社会・地理歴史〕 2 宮田 高4以 上
鈴木
(前)教 科教育法1(商 業) 2 山田
(後)教科教育法II(商 業) 2 山田
★ 教科教 育法1(工 業) 2 [休講]
★ 教科教 育法II(工 業) 2 [休7
(前)教 科教育法1(情 報) 2 小関
(後)教 科教育法H(情 報) 2 小関
合計 中31
高23
※1法 学 部:大 西,経 済学部1河 上,外 国語 学部:入 江 ,工 学 部:小 池
※2・3・4:河 上,山 田,入 江,古 屋,小 池
(注)
1.授 業科 目のO印 は必 修科 目,□ は中学 校 のみ必 修 を示す 。
2.教 育実 習 に出 るには,1・2年 次配 当 の必修 科 目(「 教 職論 」 を含 む。 中学校 実習 の場 合 は 「道 徳教 育論 」 も含 む。)お よび 「教 科教 育 法
1」「教科 教育 法II」 を修得 してお くこ と。
3.「 教 職論 」 は教 育実 習 に出 る前年 度 に,「 教 育実 習指導 」 は教 育実 習 に出 る年度 に,そ れぞ れ履 修 す る こ と。
4年 次 で教育 実 習 に出 る場 合 は,3年 次 で 「教職 論」 を履 修 し,4年 次 で 「教 育実 習指 導」 を履 修す る こ と。3年 次 で教育 実習 に出 る場
合 は,2年 次 で 「教職 論」 を履 修 し,3年 次 で 「教 育実 習指 導」 を履 修 する こ と。
4.免 許 法上 の科 目区分 「総合 演 習」 に属 す る授 業 科 目(「 現代 教育 の課 題1」 「生 涯学 習論1」 「生 涯学 習論II」 「現代 教 育の 課題II」 「メデ
ィア ・リテ ラ シー」 「人権 教 育」 「女性 学」 「ボ ラ ンテ ィ ア活動 論」 「地域 の 国際 化 と教 育」)は ,2単 位 を上 限 と して単 位 認定 す る。 た
だ し,こ れ は教職 課程 にお け る 「教 職 に関す る科 目」 と して の単位 認定 制 限で あ り,他 の各種 課程 にかか わ る科 目 と して の単 位取得 を
妨 げる もので は ない。
5,「 教 科教 育法Jは 免許 教科 にそ く して履 修す るこ と。
6.3年 次 に教育 実習 にで る場 合,「 教 科教 育法III」 を2年 次 におい て履修 す る こ とが で きる。
7.★ 印 の科 目は 第一部 で は休講 。相 互履 修制 度 に よ り第二 部 の授 業 を履 修 す る ことが可 能。
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